
2月の意向

ヂ
ョ
ン
神
学
生
が
助
祭
に　
　

　2019 年 11 月の教皇来日に合わせて、福岡
教区のウェブサイト（ホームページ）がリ
ニューアルされました。まだ作成中のページ
も多数ありますが、教区内のイベント、教区
からのお知らせ、教区報、主日の音声説教
（YouTube での配信）など、最新の情報を発
信しております。
　また、これに合わせ、公式 Facebook ページ、
YouTubeページも開設しています。「カトリッ
ク福岡司教区」で検索ください。
　教区民お一人おひとりのためはもちろん
のこと、教区民が「宣教」の意識をもって、
必要な方々に情報を共有しながらご活用い
ただければ幸いです。

　
福岡教区ウェブサイト　http://fukuoka.catholic.jp/
各小教区のページ　http://fukuoka.catholic.jp/parish/〇〇〇〇/

教区新ウェブサイト　「更なる宣教に向けて」　情報を共有し、活かそう！

⇒２面に続く

新しいサイトのトップページ。このサイトのビジョン
「みんなの涙につながり、みんなの笑顔に結ばれる」
との言葉が記されている。

〇〇〇〇にアルファベットで教会名を入れる。例えば荒尾教会の場合 /arao/ ↑
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教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　「
神
父
様
、
十
字
架
を
30
個
見

つ
け
た
よ
！
」
と
喜
ん
で
話
す
園

児
達
。
実
は
、
教
会
訪
問
の
時
に

侍
者
を
し
て
く
れ
る
子
ど
も
達
な

の
だ
。
園
長
神
父
は
教
会
訪
問
の

時
に
、
十
字
（
架
）
の
意
味
を
教

え
る
。
子
ど
も
達
は
そ
の
話
を
覚

え
て
く
れ
て
い
て
、
十
字
架
の
印

を
得
意
に
な
っ
て
探
す
の
だ
。
着

替
え
る
た
め
に
香
部
屋
に
入
っ
た

侍
者
役
の
４
人
は
、
口
を
そ
ろ
え

て
そ
の
数
を
報
告
し
た
の
で
あ

る
。「
ま
だ
あ
る
か
も
」
と
言
い

な
が
ら
祭
服
を
見
せ
る
と
、「
あ
っ

た
、
こ
こ
に
も
」
と
嬉
し
そ
う
に

祭
服
に
触
る
。
子
ど
も
達
が
聞
く

十
字
架
の
救
い
の
話
を
体
験
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

か
つ
て
の
幼
い
殉
教
者
が
、
殺
さ

れ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
信
仰

を
貫
く
た
め
に
自
分
の
十
字
架
を

探
し
当
て
、喜
ん
で
そ
れ
を
抱
き
、

接
吻
し
た
と
い
う
、
そ
の
心
意
気

が
今
の
子
ど
も
達
に
も
刻
ま
れ
る

よ
う
に
と
願
い
た
い
。
日
本
の
今

は
見
え
る
形
で
の
宗
教
的
な
迫
害

は
な
い
。
し
か
し
、
悪
の
力
は
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
使
い
、
個
人
の

心
の
拠
り
所
（
心
の
神
殿
）
を
襲

い
、
崩
そ
う
と
働
き
か
け
る
。
そ

し
て
神
の
方
に
向
か
お
う
と
す
る

心
を
捻
じ
曲
げ
よ
う
と
す
る
。
結

果
、
弱
い
人
間
の
心
は
悪
の
方
に

傾
い
た
り
、
陥
っ
た
り
し
て
罪
を

犯
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
、
十

字
架
の
救
い
を
思
い
起
こ
し
、
救

い
主
に
助
け
を
求
め
、
心
を
十

字
架
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
と
思
う
の
で
あ
る
▼
四
旬
節

に
突
入
す
る
。
イ
エ
ス
の
私
達
に

対
す
る
一
途
な
愛
を
思
い
、
十
字

架
か
ら
降
り
注
ぐ
救
い
の
恵
み
に

浴
し
、
栄
光
の
復
活
へ
と
歩
ん
で

行
こ
う
。「
父
と
子
と
聖
霊
の
み

名
に
よ
っ
て
、
ア
ー
メ
ン
」。
今

日
も
明
日
も
唱
え
、
十
字
を
切
る

私
達
が
イ
エ
ス
の
救
い
の
道
を
た

ど
っ
て
行
け
ま
す
よ
う
に
。（
S
）

【
世
界
共
通
】
移
住
者
の
叫
び
に
耳
を
傾
け
る

【
日
本
の
教
会
】
子
ど
も
た
ち

　
１
月
１
日
（
水
）、「
神
の
母
聖

マ
リ
ア
」
の
祭
日
に
カ
テ
ド
ラ
ル

大
名
町
教
会
で
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。
こ
の
日
は
毎
年
、
司
教
が
司

式
し
、
福
岡
教
区
の
１
年
の
歩
み

の
た
め
に
祈
る
ミ
サ
で
あ
る
。
今

年
は
司
教
空
位
の
た
め
、
使
徒
座

管
理
者
で
大
名
町
教
会
主
任
司
祭

の
杉
原
寛
信
神
父
と
福
岡
コ
レ
ジ

オ
院
長
の
森
山
信
三
神
父
の
二
人

が
共
同
司
式
し
た
。

　
森
山
神
父
は
説
教
の
中
で
、「
世

界
平
和
の
日
」（
２
０
２
０
年
１

月
１
日
）
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取

り
上
げ
、
２
０
２
０
年
を
過
ご
す

信
徒
た
ち
に
、
丁
寧
に
信
仰
者
と

し
て
の
生
き
方
を
促
し
た
。

　
希
望
の
う
ち
に
、
兄
弟
愛
を

も
っ
て
耳
を
傾
け
、
交
わ
り
を
通

し
て
歩
み
、
人
の
み
な
ら
ず
自
然

へ
の
尊
敬
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

様
々
な
出
会
い
を
深
め
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

　
参
加
信
徒
は
お
正
月
休
み
で
里

帰
り
中
の
人
も
多
く
、
杉
原
神
父

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
と
っ
て

信
仰
の
交
わ
り
、
一
致
の
ひ
と
時

と
な
っ
た
の
で
は
」と
振
り
返
る
。

　
ミ
サ
に
は
と
て
も
興
味
深
い
参

列
者
が
い
た
。
昨
年
、
10
月
19
日

か
ら
12
月
３
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
来
日

記
念
企
画
展
」
に
足
を
運
ん
で
く

れ
た
非
キ
リ
ス
ト
者
の
方
が
、
何

か
呼
び
か
け
を
聞
か
れ
た
よ
う

で
、「
今
年
は
大
宰
府
へ
の
初
詣

で
は
な
く
、こ
こ
（
大
名
町
教
会
）

　
昨
今
、
司
祭
や
修
道
者
の
召

命
の
激
減
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
者
も
人
口
も
減

少
し
て
い
る
の
だ
か
ら
心
配
な

い
と
い
う
人
も
い
る
が
、「
全

世
界
に
行
き
、
す
べ
て
の
人
に

福
音
を
宣

べ
伝
え
な

さ
い
」（
マ

ル
コ
16
章

15
節
）
と

い
う
キ
リ

ス
ト
の
言

葉
を
具
現

し
よ
う
と

す
る
な
ら

ば
、
今
一
度
、
召
命
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
は
「
神
の
栄
光
の

反
映
で
あ
り
、
神
の
本
質
の
完

全
な
現
れ
」（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ

の
手
紙
１
章
３
節
）
で
あ
り
、

体
的
に
頂
い
て
い
る
。

　
21
世
紀
に
神
の
現
れ
を
具
体

的
に
示
し
、
感
じ
取
ら
せ
る
の

は
キ
リ
ス
ト
者
の
使
命
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
は「
来
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
わ
か
る
。」（
ヨ
ハ

ネ
１
章
39
節
）
と
わ
た
し
た
ち

を
招
く
。
キ
リ
ス
ト
者
は
キ
リ

ス
ト
に
従
い
、
倣
い
、
感
じ
、

生
き
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
を
現

代
の
人
に
具
体
的
に
示
す
よ
う

に
招
か
れ
て
い
る
。「
い
ま
だ

か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な

い
」（
ヨ
ハ
ネ
１
章
18
節
）。
し

か
し
神
は
御
子
を
通
し
て
見
え

る
姿
で
現
れ
た
。
そ
し
て
今
、

そ
の
御
子
を
こ
の
時
代
に
教

え
、
示
し
、
感
じ
取
ら
せ
る
の

が
キ
リ
ス
ト
者
の
使
命
で
あ
り

召
命
で
あ
る
。

　
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

大
山
　
悟 

神
父

人
の
目
に
見
え
る
姿
で
現
れ
た
真

の
救
い
主
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち

キ
リ
ス
ト
者
は
そ
う
信
じ
て
い

る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
者
以
外
、

誰
が
そ
う
信
じ
る
だ
ろ
う
か
。
で

は
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
者
の
「
独
り

言
」「
盲
信
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

は
使
徒
的
勧
告
『
キ
リ
ス
ト
は
生

き
て
い
る
』
の
中
で
「
神
は
あ
な

た
が
大
好
き
な
の
で
す
。
…
何
が

あ
ろ
う
と
決
し
て
疑
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
」（
１
１
２
）
と
述
べ
、

そ
し
て
「
こ
の
か
た
（
キ
リ
ス
ト
）

は
生
き
て
い
る
」（
１
２
４
）
と

言
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ

て
、
神
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
と
の
関

わ
り
は
、
抽
象
的
で
は
な
く
具
体

的
に
生
き
て
い
る
方
と
の
関
わ
り

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
は
キ
リ
ス

ト
と
の
人
格
的
、
実
存
的
関
わ
り

か
ら
、「
今
を
生
き
る
力
」
を
具

キリスト者の召命

に
来
て
み
ま
し
た
」
と
。

　
教
会
関
係
者
は
「
蒔
か
れ
た
種

が
小
さ
な
芽
を
出
し
た
の
か
も
。

今
年
、
豊
か
な
収
穫
の
た
め
に
地

道
に
捧
げ
進
ん
で
い
け
た
ら
…
」

と
語
る
。

　
２
０
１
９
年
12
月
27
日
（
金
）、

韓
国
大
邱
（
テ
グ
）
大
司
教
区
カ

テ
ド
ラ
ル
の
ボ
ム
オ
大
聖
堂
に

て
、
２
０
０
０
人
以
上
の
信
徒
が

聖
堂
を
埋
め
尽
く
し
、
10
人
の
司

せ
て
韓
国
の
聖
歌
は
も
ち
ろ
ん
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
や
親
し
み
や
す

い
聖
歌
を
次
々
と
歌
い
、
信
徒
を

魅
了
し
た
。
ま
た
１
０
０
人
に
も

及
ぶ
婦
人
ら
が
、
色
と
り
ど
り
の

華
や
か
な
韓
国
の
民
族
衣
装
で
聖

体
拝
領
の
案
内
役
な
ど
ミ
サ
の
奉

仕
を
し
、
花
を
添
え
た
。

　
式
の
終
わ
り
に
日
本
か
ら
参
加

し
た
２
人
の
司
教
及
び
杉
原
神
父

に
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
髙
見
大

司
教
は
、
韓
国
か
ら
日
本
に
派
遣

し
て
く
だ
さ
っ
た
教
区
、
両
親
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
通
訳
を

担
当
し
た
キ
ム
・
ボ
ム
神
父
（
長

崎
教
区
）
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

通
訳
が
会
衆
を
沸
か
せ
た
。

　
式
後
、
す
べ
て
の
新
助
祭
、
司

祭
が
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ
る
度
ご

と
に
、
各
小
教
区
か
ら
参
加
し
た

信
徒
が
歓
声
を
上
げ
、
韓
国
教
会

の
熱
気
を
感
じ
さ
せ
た
。
派
遣
の

祝
福
で
は
、
ま
ず
ず
ら
り
と
並
ん

だ
新
助
祭
、
新
司
祭
に
大
司
教
が

祝
福
し
、
そ
の
後
10
人
の
新
司
祭

が
、
ひ
ざ
ま
ず
く
司
教
、
司
祭
団

に
祝
福
し
た
姿
が
美
し
く
印
象
的

だ
っ
た
。
ヂ
ョ
ン
助
祭
は
、
日
本

で
助
祭
職
を
果
た
し
、
司
祭
叙
階

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ミサを司式した杉原神父（右）と森山神父（左）

祭
と
７
人
の
助
祭
叙
階
式
が
行
わ

れ
た
。
叙
階
者
の
中
に
は
、
大
邱

教
区
か
ら
長
崎
、
福
岡
教
区
に
そ

れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
て
い
る
南
時
眞

（
ナ
ム
・
シ
ジ
ン
）、鄭
元
喆
（
ヂ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
）
両
神
学
生

の
助
祭
叙
階
が
含
ま
れ
て
お
り
、

日
本
か
ら
も
司
祭
、
信
徒
30
人
近

く
が
参
加
し
、
と
も
に
祈
り
を
捧

げ
た
。

　
式
は
大
邱
大
司
教
区
の
タ
デ

オ
・
チ
ョ
・
フ
ァ
ン
ギ
ル
大
司
教

の
主
司
式
で
、
チ
ャ
ン
・
シ
ン
ホ

補
佐
司
教
、
ま
た
長
崎
か
ら
髙
見

三
明
大
司
教
、
中
村
倫
明
補
佐
司

教
、
及
び
福
岡
教
区
か
ら
使
徒
座

管
理
者
の
杉
原
寛
信
神
父
、
そ
し

て
韓
国
の
２
５
０
人
近
い
司
祭
が

参
加
し
て
、
３
時
間
に
も
及
ぶ
荘

厳
な
式
と
な
っ
た
。

　
福
岡
教
区
で
将
来
働
く
こ
と
に

な
る
ヂ
ョ
ン
神
学
生
も
他
の
叙
階

者
と
と
も
に
新
し
い
ダ
ル
マ
チ
カ

に
身
を
包
み
、
助
祭
に
叙
階
さ
れ

た
。
式
の
中
で
聖
歌
隊
は
荘
厳
な

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
合
わ

新
し
い
年
に
豊
か
な
収
穫
を
願
う　

カ
テ
ド
ラ
ル
で
１
月
１
日
に
ミ
サ

韓
国
大
邱
大
司
教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
に
て

カテドラルのミサに集った人々

大邱大司教区カテドラルでの叙階式

ヂョン・ウォンチョル
助祭

2 月 26 日　灰の水曜日（大斎・小斎）

四旬節がはじまります。

聖週間　4月 5日 ～ 12 日　　復活の主日　4月 12 日

　フランシスコ教皇は 1 月 3 日、「第 28 回世界病者

の日」（「世界病者の日」については 4面参照）のメッ

セージを発表した。要旨は以下の通り。

▶ イエスは様々な病と脆さを抱える人に対して、た
だ「わたしのもとに来なさい」と呼びかけられる。
そして、憐れみと慰めを与えられる。

▶ 病者は「治療」だけでなく「ケア」が必要だ。病
者は身体的だけでなく、様々な側面（人間関係、感情、
知的・霊的レベル）において脅かされるように感じる。
このため、愛による「ケア」が不可欠である。

▶ 教会は、良きサマリア人のたとえにある「宿屋」
のような存在、すなわち病で苦しんでいる人々が受
容と慰め、安息を感じることのできるような場所と
なることを望んでいる。

▶医療従事者は病者に奉仕するときに、「人間の尊厳」
が「病」に優ることを忘れてはならない。いのちの
始まりから終わりまで、それは変わらない。

▶ 戦争や紛争によって医療従事者や施設が攻撃、破
壊されるようなことがあってはならない。

▶ 医療関係組織や政府が連帯して、貧しい人々も適
切な医療を受けられるように努めなければならない。

※ メッセージの全文（邦訳）はカトリック中央協議会ホー
ムページに掲載予定。

「第 28 回世界病者の日」教皇メッセージ
（ 2020 年 2 月 11 日）

「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしの

もとに来なさい。休ませてあげよう。」（マタイ11・28）



カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

互助会制度もご利用できます。

　今年は 4 年に一度のオリンピックの年にあたります。しかも東京
での二回目の開催となり、全国の雰囲気はすでに高まっていること
でしょう。
　新約聖書のヘブライ人への手紙の 12 章の冒頭のところには次の
ように書かれてあります「こういうわけで、わたしたちもまた、こ
のようにおびただしい証人の群れに囲まれている以上、すべての重
荷や絡みつく罪をかなぐり捨てて、自分に定められている競走を忍
耐強く走り抜こうではありませんか、 信仰の創始者また完成者であ
るイエスを見つめながら」（1 ～ 2 節）。この手紙を書いた人はもし
かしたら、当時のオリンピックのようなスポーツイベントに参加し
たのではないでしょうか。もともと、オリンピックの発祥は古代ギ
リシャですから…。
　今回を含め 2 回にわたって、この「オリンピック的」な箇所を読
み合わせながら、キリスト教的生活とその実践の土壌である「日々
の暮らし」を照らし合わせ、振り返ってみたいと思います。
　まず「このようにおびただしい証人の群れに囲まれている以上」
という部分です。
　ご存知のようにバチカンの前には広場があり、その周りには大理
石の柱の回廊があって、その上に、代々の聖人たちの巨大な像がた
くさん並んでいます。しかし、「おびただしい証人の群れ」という
表現は聖人のことというより、キリスト教の歴史の中で、福音的価
値観にもとづいて自分の人生をかけた一般の信者が、数知れないと
いう事実を表していると思います。その中には、人間として、また
信者として私たちの成長と養成に貢献し、協力してくれた信仰の先
輩たち、殉教者、また両親をはじめ、尊敬する人たちがいるでしょ
う。このような人々が私たち一人ひとりを囲んで応援し、エールを
おくってくれる人生と信仰の先輩たちです。

福
岡
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
集
会

福
音
を
宣
べ
伝
え
る
使
命
を
共
有

オリンピックとキリスト教的生活　①

カトリック御受難修道会・福岡黙想の家
811-4155  宗像市名残1056-1　Tel 0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax 0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com

各
地
で
新
成
人
の
お
祝
い

教
会
家
族
に
守
ら
れ
て
生
き
る

【講演会･講習会･黙想会のお知らせ】　講師･指導司祭：来住英俊神父（御受難修道会）

2月8日（土）～ 9日（日）　祈りの講習会「お願いの祈り＝とりなしの祈り」
2月29日（土）～ 3月1日（日）　レクチオ・ディヴィナによる黙想会
3月7日（土）～ 8日（日）　講習会「詩編の祈り」

ザビエル聖堂講演会
入場無料、申込不要

◆黙想会と講習会 （ 参加費 10,000 円、定員 15 人、要申込〆切開催１週間前 ）

2月22日（土）14 ～ 16時 「バベットの晩餐会」（映画の再現）

3月14日（土）14 ～ 16時 「キリスト教はなぜイエスの死を重視するのか」

レナト・フィリッピニ神父
（教区養成教化委員会委員長、聖ザベリオ宣教会）

熊
本
地
区
で
子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

手
作
り
の
祈
り
の
冊
子
を
作
成

　新しいウェブサイトを充実させ、持続させていくためには皆さ
まの協力が不可欠です。福岡教区の福音宣教のために皆さまの賜
物を分かち合ってくださるよう、お願いいたします。インターネッ
ト、ホームページに関する知識は必ずしも必要ではありません。

＜素材・技術提供＞
写真・イラスト・文章などの素材、編集・動画制作・写真撮影・
各国語翻訳などの技術提供。取材をしてくださる「特派員」も募
集中。

＜情報提供＞
各種集い、講演会、イベント、ボランティア活動に関する情報を
お寄せください。また、教区報、ホームページのために取材して
ほしいという情報も募集中です。

ご協力の申し出、問い合わせは
 　　　⇒メール　fukuokadiocese@gmail.com
 　　　　ＦＡＸ  ０９２・５２３・２１５２

教区新ウェブサイト　「更なる宣教に向けて」
～各種協力のお願い～

カトリック福岡教区報 第738号 （2）2020年2月1日発行

　
高
宮
教
会
で
は
１
月
12
日
の
主

日
の
ミ
サ
の
中
で
３
人
の
新
成
人

祝
福
式
が
行
わ
れ
た
。
３
人
の
新

成
人
の
言
葉
と
信
徒
会
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
以
下
に
紹
介
す

る
。

　「
私
の
座
右
の
銘
で
あ
る
『
夢

は
大
空
に
、
努
力
は
足
元
に
』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
二
十

歳
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
言

葉
を
胸
に
、常
に
挑
戦
し
続
け
て
、

努
力
を
し
て
行
き
た
い
で
す
。」

（
レ
オ 
井
手
浅
樹
）

　「
神
様
や
両
親
、
多
く
の
方
に

見
守
ら
れ
無
事
に
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
…
こ
れ
か

ら
は
人
の
た
め
に
役
に
立
て
る
よ

う
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
世
界
中
で
は
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
問
題
が
少
し
で

も
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
私

も
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。」（
マ
リ
ア
・
ル
チ
ア
　
内
田

桃
花
）

　「
今
日
ま
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
神
様
、
神
父
様
、
両
親
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
…
幼
い
頃
に
教
会
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ

り
、
今
の
自
分
の
土
台
と
な
り
糧

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

も
信
仰
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
神
様
と
共
に
歩
み
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」（
ミ
カ
エ
ル
　
白
垣
孝
貴
）

　「
成
人
お
め
で
と
う
！
『
人
間

は
自
分
し
か
果
た
し
え
な
い
使
命

に
招
か
れ
た
存
在
』
で
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
成
人
を
迎
え
、
皆
さ

ん
方
の
胸
は
希
望
に
あ
ふ
れ
、
意

欲
に
満
ち
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
達
は
幸
せ
に
向
か
っ
て
創

ら
れ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
尊
い

存
在
で
す
。
自
己
の
尊
さ
を
傷
つ

け
る
こ
と
無
く
、
更
に
気
高
い
存

在
へ
と
成
長
で
き
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。」（
高
宮
教
会

信
徒
会
会
長
　
阿
部
光
喜
）

　
今
村
教
会
で
は
１
月
１
日
の
元

日
、「
神
の
母
聖
マ
リ
ア
」
の
祭

日
の
10
時
の
ミ
サ
で
新
成
人
の
祝

い
と
祝
福
式
を
行
っ
た
。

　
今
年
は
大
学
生
、
専
門
学
生
、

コ
レ
ジ
オ
神
学
生
の
３
人
が
参
加

し
た
。
ミ
サ
の
後
、
主
任
司
祭
の

竹
森
勇
神
父
が
新
成
人
を
祝
福

し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
共
に
、

３
５
０
人
の
信
徒
に
紹
介
し
た
。

　
参
加
者
の
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、

将
来
の
抱
負
を
語
り
、
信
徒
一
同

か
ら
祝
い
と
祝
福
の
拍
手
を
受
け

た
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
使
徒
的
勧
告『
キ
リ
ス
ト
は
生
き
て
い
る
』

で
、
若
者
た
ち
に
「
神
は
あ
な
た
が
大
好
き
な
の
で
す
。
人
生
に
何

が
あ
ろ
う
と
も
、
決
し
て
こ
れ
を
疑
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
語
り

か
け
る
。教
区
内
の
各
教
会
で
も
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
べ
く
、

各
小
教
区
で
新
成
人
の
お
祝
い
が
行
わ
れ
た
。

今
村
教
会
（
筑
後
地
区
）

佐
賀
教
会
（
佐
賀
地
区
）

高
宮
教
会
（
福
岡
地
区
）

　
佐
賀
教
会
で
は
、
１
月
５
日
の

主
日
の
ミ
サ
に
お
い
て
７
人
の
新

成
人
の
お
祝
い
が
行
わ
れ
た
。
７

人
中
６
人
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
技
能

実
習
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
若

者
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
で

あ
る
ア
オ
ザ
イ
を
着
て
ミ
サ
に
参

加
す
る
新
成
人
も
い
た
。

　
司
祭
か
ら
の
問
い
か
け
に
元
気

よ
く
日
本
語
で
応
え
、
新
成
人
と

し
て
祝
っ
て
も
ら
う
喜
び
と
、
大

人
に
な
る
責
任
感
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　
ミ
サ
後
は
信
徒
会
館
に
場
所
を

移
し
て
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

催
し
、
マ
リ
ア
会
の
皆
さ
ん
が
用

意
し
て
く
れ
た
手
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、
歓
談
し
た
り
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
、
み
ん
な
で
新
成
人
を
お

祝
い
し
た
。
日
本
人
の
新
成
人
も

「
久
し
ぶ
り
に
佐
賀
教
会
の
ミ
サ

に
参
加
し
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
に
お
祝
い
し
て
も
ら
い
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
声
を

弾
ま
せ
、
初
め
て
会
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
人
の
若
者
の
中
に
自
然
に
溶
け

込
ん
で
い
た
。

　
12
月
26
日（
木
）か
ら
27
日（
金
）

に
か
け
て
、
熊
本
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会（
会
長
＝
櫻
井
尚
明
神
父
）

主
催
の
「
子
ど
も
た
ち
の
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ン
プ
」
が
手
取
教
会
で

行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
を
「
い
の

り
」
と
し
て
、
熊
本
市
内
と
南
宮

崎
教
会
か
ら
の
高
校
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
32
人
を
迎
え
た
。
指
導

司
祭
は
シ
ル
バ
ノ
神
父
（
菊
池
教

会
）、
ト
ゥ
ル
コ
神
父
（
島
崎
教

会
）、
キ
ム
神
父
（
武
蔵
ヶ
丘
教 

会
）
と
櫻
井
神
父
（
手
取
教
会
）

で
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参

加
者
に
２
人
ず
つ
リ
ー
ダ
ー
が
つ

い
た
。

　
内
容
と
し
て
、
祈
り
に
つ
い
て

３
つ
の
講
話
が
行
わ
れ
、
手
作
り

の
「
祈
り
の
冊
子
」
を
完
成
し
て

い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
初
日
の
講

話
と
作
業
と
泊
り
は
信
徒
会
館
で

行
わ
れ
た
。
二
日
目
は
、
ま
と
め

の
作
業
を
終
え
て
か
ら
聖
堂
で
ミ

サ
。
キ
ム
神
父
の
説
教
は
問
答
形

式
で
、「
祈
り
と
は
…
神
様
と
の

対
話
…
。
毎
日
『
主
の
祈
り
』
を

一
回
で
も
い
い
で
す
か
ら
心
を
込

め
て
祈
る
こ
と
。
神
様
が
一
緒
に

お
ら
れ
る
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
。

信
じ
た
上
で
心
を
込
め
て
唱
え
る

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
祈
り
で
す
」

な
ど
が
話
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
「“
手
作
り
の
祈
り

の
冊
子
”
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
毎

日
祈
る
よ
う
に
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ

に
も
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

話
が
あ
り
、「
夏
の
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
す
る
人
？
」
と
問
い
か
け
る

と
、
全
員
が
手
を
挙
げ
た
。
参
加

者
の
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。
今
回
の
実
り

あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ
を
夏

の
キ
ャ
ン
プ
へ
繋
げ
た
い
。

（
報
告
＝
手
取
教
会 

小
野
豊
和
）

冊子の作成に熱心に取り組む子どもたち

様々な教派からの司式者と参加者

　
１
月
19
日
（
日
）、
カ
テ
ド
ラ

ル
大
名
町
教
会
で
キ
リ
ス
ト
教
一

致
祈
祷
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
人
々
は
大
変
親

切
に
し
て
く
れ
た
」（
使
徒
言
行

録
28
章
２
節
参
照
）。

　
地
中
海
の
マ
ル
タ
島
と
ゴ
ゾ
島

の
諸
教
会
か
ら
な
る
マ
ル
タ
・
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
協
議
会
に
よ
っ
て

準
備
さ
れ
た
式
文
に
沿
っ
て
、
福

岡
市
内
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
の

信
徒
ら
約
１
５
０
人
が
共
に
祈
り

を
捧
げ
た
。

　
説
教
を
務
め
た
牧
村
元
太
郎
牧

師
（
日
本
基
督
教
団
）
は
、「
キ

リ
ス
ト
の
様
々
な
枝
葉
で
あ
り
、

福
岡
の
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
私

た
ち
が
共
に
集
う
の
は
特
別
な
喜

び
」
で
あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、

テ
ー
マ
と
な
っ
た
使
徒
言
行
録
の

個
所
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、
初
代

教
会
に
お
い
て
弟
子
た
ち
が
受
け

た
恵
み
、
彼
ら
が
行
っ
た
証
に
私

た
ち
も
つ
な
が
り
、「
す
べ
て
造

ら
れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え

る
」
と
い
う
同
じ
使
命
を
受
け
て

い
る
と
説
い
た
。

　
祈
祷
会
後
に
は
１
階
の
ロ
ビ
ー

で
簡
単
な
茶
話
会
が
準
備
さ
れ
、

交
わ
り
を
更
に
温
め
た
。



総合建築業
・一般住宅（新築・改築工事）
・鉄骨工事　　　・ＲＣ工事

建築の事なら何でもお気軽にご相談ください

有限
会社 森山工務店

ヨゼフ　森山新太郎

福岡市早良区四箇1丁目15番28号
☎（092）811−7265

福岡プライマリケア訪問看護ステーション

自宅で療養されている方、在宅で看取りたい
方 ､ 精神障害の方など ､ 病気について、介護
方法について専門的指導や援助が必要な方は
ご相談ください ｡
費用は医療 ､ 介護保険でのご利用になります。

春日市天神山 7-91　TEL&FAX 092-517-6313
福岡プライマリケア株式会社　代表 : エリザベト熊谷

　去る 12 月 25 日（水）、聖マリアグループ 7 法人による第 67 回
合同クリスマスが聖マリア病院で行われた。
　聖マリア病院では、「患者さんと職員皆でクリスマスを祝う」と
いう当院創立時から続く大切な行事として毎年恒例で開催されて
いる。
　当日は、まず明光学園の生徒によるクワイアチャイムの演奏が
行われ、集まった人たちは美しい音色に聞き入っていた。その後、
病院内にある雪の聖母聖堂で、クリスマスのミサが行われた。当
法人チャプレンのジュセッペ・ピアッツィニ神父（ミラノ外国宣
教会）と久留米教会の宮﨑保司神父をはじめとして、近隣小教区
教会より駆け付けた 9人の司祭と関係者で聖堂は一杯になった。
　宮﨑神父は説教の中で、過去の赴任地で経験した一人の信者か
ら広がっていった信仰について述べ、「主をたたえる信仰が平和を
もたらし、ゆるしや希望が与えられる世に心を留めながらクリス
マスを祝いましょう」と語り掛けた。
　ミサ終了後のキャンドルサービスでは、各法人の関係者で結成
された聖歌隊の聖歌が響く中、9 つのグループに分かれた司祭たち
によってクリスマスケーキとカードが配られ、入院患者・入所者

の方々に喜んでもら
うことができた。
　当日はあいにくの
雨模様だったが心温
まる穏やかな合同ク
リスマスとなった。
（報告＝聖マリア病院
チャプレン室・石橋ゆ
つき）

患者と職員、皆でクリスマス
聖マリア病院

筑後地区

平日／ＡＭ１０時３０分～ＰＭ５時
日曜／ＡＭ１１時～ＰＭ２時（定休日 水曜・祝日）

病院内の雪の聖母聖堂で行わ
れたクリスマスミサ

☆
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め

―
―
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
訪
日
講

話
集
　

　
２
０
１
９
年
11
月
23
日
か
ら
26

日
に
か
け
て
の
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
日
本
司
牧
訪
問
中
に
行
わ
れ

た
10
の
公
式
ス
ピ
ー
チ
に
加
え
、

旅
行
前
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

帰
途
の
機
中
で
の
記
者
会
見
、
サ

ン
ピ
エ
ト
ロ
広
場
で
の
一
般
謁
見

に
お
け
る
振
り
返
り
を
収
録
。
巻

末
に
は
滞
日
中
の
教
皇
を
追
っ

た
、
詩
人
・
批
評
家
の
若
松
英
輔

に
よ
る
特
別
寄
稿
を
収
載
。

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行

価
格
１
１
０
０
円+

税

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

☆
君
へ
、
そ
し
て
君
の
お
母
さ
ん

へ

西
経
一 

著

　
男
子
中
高
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
の
校
長
で
あ
る
著
者
が
、

思
春
期
・
青
春
期
真
っ
た
だ
中
の

若
者
た
ち
へ
、
そ
し
て
思
春
期
・

青
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
父
親
、

母
親
に
贈
る
人
生
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
優
し

い
言
葉
は
読
む
人
の
心
を
潤
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行

税
込
価
格
１
６
５
０
円

講
演
会
「
人
生
を
変
え
る
出
会
い
の
力 

～
闇
か
ら
光
へ
～
」

主
は
、私
に
は
ど
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
？

佐
賀
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

新
し
い
年
も
ひ
と
つ
に
な
っ
て

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
生
誕
４
０
０
周
年
記
念
ミ
サ

「
ご
訪
問
の
精
神
」
に
倣
い
奉
仕
す
る

カトリック福岡教区報（3） 2020年2月1日発行 第738号

　
新
年
を
迎
え
た
喜
び
も
冷
め
き

れ
ぬ
１
月
12
日
（
日
）
13
時
よ
り
、

カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
理
事
長
、

五
十
嵐
弘
志
氏
の
講
演
会
が
開
か

れ
た
。

　
五
十
嵐
さ
ん
は
自
ら
が
元
受
刑

者（
前
科
３
犯
　
受
刑
歴
約
20
年
）

で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ザ
ー
ハ

ウ
ス
は
受
刑
者
の
回
復
と
再
犯
防

止
、社
会
復
帰
の
支
援
を
目
的
に
、

五
十
嵐
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。

　
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
犯
罪
を

犯
し
刑
に
服
し
た
人
生
を
率
直
に

語
り
、
獄
中
で
の
出
会
い
か
ら
聖

書
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
「
弘
志
、
弘
志
、
な
ぜ
私

に
罪
を
犯
す
の
か
」
と
の
主
の
呼

び
か
け
を
聞
き
回
心
に
到
っ
た
こ

と
を
熱
く
分
か
ち
合
っ
た
。
更

に
そ
の
主
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

現
在
の
活
動
に
人
生
を
捧
げ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
優
し
い
語
り

口
で
、
そ
し
て
時
折
、
体
全
体

か
ら
溢
れ
出
る
思
い
を
熱
く
語

ら
れ
る
姿
に
、
聴
衆
は
「
流
れ

出
る
涙
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
」
と
言
う
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
、「
す

べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

～

P
R

O
T

E
C

T

　A
L

L

　

L
IF

E

」
の
思
い
で
来
日
期
間
中

に
私
た
ち
に
語
ら
れ
た
こ
と
を
、

主
に
素
直
に
向
か
い
合
う
こ
と

で
、
す
で
に
実
践
し
て
い
る
五
十

嵐
さ
ん
。

　
参
加
者
は
「
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
歩
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
を
強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
講

演
会
で
し
た
。
主
は
私
に
は
ど
の

よ
う
な
呼
び
か
け
を
さ
れ
て
い
る

の
か
、
心
の
耳
を
と
ぎ
す
ま
し

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
感
想
を
述
べ
た
。

　
五
十
嵐
さ
ん
は
「
い
の
ち
を
守

る
行
動
を
起
こ
す
の
に
、
何
を
恐

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
語

り
か
け
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
の

支
援
方
法
に
は
通
常
の
献
金
の

他
、「
マ
リ
ア
コ
ー
ヒ
ー
」
の
購

入（
４
面
広
告
参
照
）、古
本
募
金
、

文
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ

る
。
各
種
詳
細
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。h

ttp
s://

m
o
th

e
rh

o
u
se

-jp
.o

rg
/

教
皇
訪
日
の
あ
と

笹
丘
教
会
　
松
尾
緑

　
昨
年
末
の
12
月
29
日
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
の
訪
日
を
振
り
返
る

黙
想
会
に
参
加
し
た
。

　
各
々
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ

た
振
り
返
り
、
祈
り
の
時
間
を

も
っ
た
後
に
分
か
ち
合
い
と
い
う

流
れ
で
気
負
わ
ず
取
り
組
め
る
も

の
だ
っ
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
最

初
の
項
目
「
教
皇
来
日
を
通
し
て

心
に
留
ま
っ
た
こ
と
ば
、
も
し
く

は
体
験
」
で
思
い
の
ほ
か
難
儀
し

た
。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
、
来
日

記
念
企
画
展
や
教
皇
ミ
サ
で
多
く

の
言
葉
や
体
験
を
得
た
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
い
ざ
書
こ
う
と
す
る

と
何
も
出
て
こ
な
い
。
自
分
の
記

憶
力
に
落
胆
し
て
い
た
と
き
、「
貧

し
い
人
た
ち
」
と
い
う
言
葉
を
思

い
出
し
た
。

　
パ
パ
様
、
当
時
の
ベ
ル
ゴ
リ

オ
枢
機
卿
が
教
皇
に
選
出
さ
れ

た
と
き
に
そ
の
言
葉
が
心
に
響

き
、「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
の
名

前
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
パ
パ
様
の
発
言
や
行

動
、
訪
日
の
テ
ー
マ
「
す
べ
て

の
い
の
ち
を
守
る
た
め
」
の
源

の
よ
う
で
、
と
て
も
腑
に
落
ち

る
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
糸
口
を
見
つ
け
て
か
ら
は
順

調
に
進
み
、
未
信
者
を
含
む
８

人
の
青
年
た
ち
と
共
に
祈
り
、

分
か
ち
合
っ
た
さ
さ
や
か
な
時

間
は
と
て
も
貴
重
だ
っ
た
。

　
今
回
頂
い
た
大
き
な
お
恵
み

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
、
ど

う
活
か
す
か
を
探
る
助
け
と
な

る
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
と
も
に
集
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
。

◆
原
稿
は
４
０
０
字
程
度

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
区
報
係
り
宛
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皆
さ
ん
の
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
１
月
12
日
（
日
）、
佐
賀
地
区

宣
教
司
牧
評
議
会
（
会
長
＝
下
町

豊
重
師
）
の
新
年
会
が
旧
多
久
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
舎
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
は
今
年
最
初
の
評
議

会
で
各
小
教
区
、
修
道
会
な
ど
の

評
議
員
が
集
ま
り
、
午
後
２
時
か

ら
今
年
度
の
行
事
の
反
省
点
や
新

年
度
の
活
動
計
画
や
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
別
室
で
会
議
が
行
わ

れ
て
い
た
地
区
女
性
の
会
の
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
っ
て
立
食
形
式
に
よ

る
新
年
会
と
な
っ
た
。
こ
の
新
年

会
は
宣
教
司
牧
評
議
会
発
足
以

来
、
地
区
の
司
祭
、
修
道
者
、
信

徒
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
毎
年
１

月
の
評
議
会
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
テ
ー
ブ
ル
上
に

は
各
小
教
区
、
修
道
会
か
ら
持
ち

寄
っ
た
お
に
ぎ
り
、
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど
手
作
り
の

料
理
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
、
参

加
者
た
ち
は
思
い
思
い
に
料
理
を

手
に
と
っ
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
歓
談
が
は
ず
ん
だ
。
途
中

か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
歌
で
盛

り
上
が
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
、
今
年
も
地
区
で
ひ
と
つ
に

な
っ
て
行
動
し
て
い
く
決
意
を
新

た
に
し
た
。

　
１
月
12
日
（
日
）、
戸
畑
教
会

で
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
修
道
会
（
C
N
D
）
の

創
立
者
、聖
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ブ
ー

ル
ジ
ョ
ワ
の
生
誕
４
０
０
周
年
を

記
念
す
る
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
そ
の

中
で
シ
ス
タ
ー
碓
井
明
子
が
終
生

誓
願
宣
立
を
行
っ
た
。

　
ミ
サ
は
、
戸
畑
教
会
主
任
司
祭

の
江
夏
國
彦
師
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

塩
谷
惠
策
師
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
、
多
く
の
教
会
よ
り
信
徒
、
明

治
学
園
関
係
者
、
C
N
D
の
シ

ス
タ
ー
と
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
が
参
列

し
た
。

　
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
は
、
１
６
２
０

年
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
33
歳
の

時
、
今
の
カ
ナ
ダ
で
の
宣
教
に
招

か
れ
、
困
難
な
航
海
の
末
、
ヴ
ィ

ル
・
マ
リ
ー
（
現
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
）
に
到
着
し
た
。
当
初
は
、
兵

士
や
移
民
の
お
世
話
に
明
け
暮

れ
、
１
６
５
８
年
、
初
め
て
学
校

を
開
き
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
子
女
だ

け
で
な
く
先
住
民
の
子
女
や
若
い

女
性
の
職
業
教
育
を
も
行
っ
た
。

彼
女
は
、
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ

へ
は
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
る
た

め
、「
囲
い
を
も
た
な
い
」修
道
会
、

C
N
D
を
創
立
し
た
。

　
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
は
、
幾
度
も
大

西
洋
を
渡
り
、
人
々
を
支
え
、
励

ま
し
て
カ
ナ
ダ
の
建
国
と
発
展
に

具
体
的
に
関
わ
り
、１
９
８
２
年
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
よ

り
列
聖
さ
れ
た
。

　
シ
ス
タ
ー
碓
井
は
参
列
者
の
見

守
る
中
、
神
と
人
々
へ
の
奉
仕
の

た
め
生
涯
を
奉
献
す
る
誓
願
を
宣

立
し
、
そ
の
後
、
総
長
の
ア
グ
ネ

ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
修
道
女
よ
り「
受

け
入
れ
の
こ
と
ば
」
を
受
け
、
こ

れ
に
よ
り
正
式
的
に
C
N
D
会

員
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
、
C
N
D
の
シ
ス
タ
ー

と
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
は
、
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
の
「
ご
訪
問
の
精
神
」
に

倣
い
、
神
と
人
々
へ
の
奉
仕
に
つ

く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
恵
み
を

願
っ
て
祈
っ
た
。

�

（
報
告
＝
C
N
D 

Sr.
伊
達
幸
子
）

講演した五十嵐氏

乾杯ではじまった新年会

CND のシスター達とミサを司式した司祭



お
詫
び
と
訂
正

司
祭
の
異
動

◆
オ
ブ
レ
ー
ト
会
司
祭
、
吉
塚
・

南
粕
屋
教
会
管
理
者
で
あ
っ
た
ロ

ビ
ン
ソ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
神
父
が
個

人
的
な
理
由
に
よ
り
、
司
祭
職
を

辞
し
、
オ
ブ
レ
ー
ト
会
を
退
会
さ

れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。福

岡
カ
ル
メ
ル
修
道
院
よ
り

NPO マザーハウス支援
マリアコーヒー （ルワンダ・コーヒー）

＊製造から販売まで、元受刑者が
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◆
　
　
　
福
　
　
岡

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
福
岡
祈
り
の

集
い〔
日
時
〕毎
週
月
曜
11
時
～
12

時
半〔
場
所
〕大
名
町
教
会
１
階〔
内

容
〕賛
美
と
感
謝
の
祈
り
・
聖
書
の

分
か
ち
合
い〔
問
合
せ
先
〕☎
０
９

２
・
５
２
１
・
２
５
０
３
蓮
尾

■
聖
ド
ミ
ニ
コ
信
徒
会
集
会

〔
日
時
〕
２
月
１
・
15
日
（
土
）
15

時
～
17
時 

〔
場
所
〕 

箱
崎
教
会 

〔
内

容
〕
福
音
の
分
か
ち
合
い
〔
指
導
〕

ア
ン
ト
ニ
オ
李
神
父
（
ド
ミ
ニ
コ

会
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
３
８
６
７
箱
崎
教
会

■
祈
り
の
集
い
・「
家
庭
の
友
」

読
書
会
〔
日
時
〕
２
月
８
日
（
土
）

14
時
か
ら
〔
場
所
〕
聖
パ
ウ
ロ
修

道
会
福
岡
修
道
院
〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
２
・
５
４
１
・
３
７
３
０

松
山
※『
家
庭
の
友
』
持
参

■
ヨ
ゼ
フ
・
メ
デ
ィ
ナ
神
父
様
追

悼
ミ
サ
〔
日
時
〕
２
月
10
日
（
月
）

11
時
か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会

大
聖
堂
〔
司
式
〕
Ｓ
・
オ
チ
ョ
ア

神
父（
イ
エ
ズ
ス
会
）〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
８
０
・
１
７
８
６
・
９
２
５

０
や
す
ら
ぎ
会
※
申
込
不
要

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
２
月
11
日
（
火
）
ミ
サ
７

時
か
ら
／
夕
の
祈
り
（
テ
ゼ
の
祈

り
）
17
時
か
ら
〔
場
所
〕
聖
パ
ウ

ロ
会
福
岡
修
道
院
〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
７
０
・
２
８
２
０
・
９
６
１

３
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
福
岡
ク
リ
ア

〔
日
時
〕２
月
９
日（
日
）14
時
か
ら

〔
場
所
〕高
宮
教
会〔
問
合
せ
先
〕☎

０
９
０
・
９
６
５
４
・
９
９
６
９

日
吉

■
福
岡
チ
ェ
ナ
ク
ル
ム
（
司
祭
の

マ
リ
ア
運
動
）
〔
日
時
〕
２
月
14

日
（
金
）
10
時
ミ
サ
後 

〔
場
所
〕 

高

宮
教
会 

〔
指
導
〕 

パ
ウ
ロ
神
父
（
カ

プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７
４

６
８
・
３
６
３
１
西
田

■
第
79
回
福
岡
典
礼
聖
歌
研
修
会

〔
日
時
〕
２
月
16
日
（
日
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
大
楠
教
会
〔
テ
ー
マ
〕

四
旬
節
・
聖
週
間
〔
講
師
〕
深
堀

純
氏 

〔
参
加
費
〕 

感
謝
献
金 

〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
４
１
・
３

７
３
０
松
山

■
カ
ル
メ
ル
在
世
会
集
会

〔
日
時
〕
２
月
17
日
（
月
）
10
時
半

～
16
時
〔
場
所
〕
福
岡
女
子
カ
ル

メ
ル
会
修
道
院
・
テ
レ
サ
の
家〔
内

容
〕
ミ
サ
・
講
話
（
カ
ル
メ
ル
の

霊
性
）〔
指
導
〕
大
瀬
高
司
神
父

（
カ
ル
メ
ル
会
）〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
９
２
・
８
６
１
・
４
８
０
２
海

江
田

■
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
う
会

〔
日
時
〕
２
月
18
日
（
火
）
11
時
か

ら 

〔
場
所
〕
聖
ク
ラ
ラ
寮 

〔
内
容
〕

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
ミ
サ
と
ベ
ネ

デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
９
６
・
３
８
０
・
５
６
８
６
堺

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
２
月
18
日
（
火
）
13
時
半

か
ら〔
場
所
〕
大
名
町
教
会〔
内
容
〕

ロ
ザ
リ
オ
と
分
か
ち
合
い
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
２
・
９
２
１
・
４

５
３
２
山
口

■
師
イ
エ
ス
祈
り
会

〔
日
時
〕
２
月
21
日
（
金
）
10
時
ミ

サ
後
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
・
小
聖

堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
３
６
３
１
西
田

■
虹
の
会
（
子
ど
も
を
亡
く
し
た
親

の
会
）〔
日
時
〕２
月
22
日（
土
）
14

時
～
16
時〔
場
所
〕サ
ン
パ
ウ
ロ
福

岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
３
階
〔
参
加
費
〕

５
０
０
円
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

０
・
１
１
６
２
・
６
３
９
５
柴
田

■
聖
霊
に
よ
る
い
や
し
の
セ
ミ

ナ
ー
〔
日
時
〕
２
月
24
日
（
月
）

10
時
半
～
15
時
〔
場
所
〕
大
名
町

教
会
〔
内
容
〕
賛
美
と
祈
り
・
講

話
・
ミ
サ
〔
指
導
〕
F
・
マ
ッ
ケ

イ
神
父
（
聖
コ
ロ
ン
バ
ン
会
）
※

テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
、
参
加
費

自
由
献
金
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

０
・
９
７
２
２
・
３
７
０
８
蓮
尾

■
ラ
ス
キ
ン
黙
想
と
祈
り
の
集
い

（
テ
ゼ
の
祈
り
）
〔
日
時
〕
２
月
28

日
（
金
）
19
時
45
分
か
ら
〔
場
所
〕

大
名
町
教
会
小
聖
堂
〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
７
０
・
２
８
２
０
・
９
６
１

３
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
第
４
回
山
下
神
父
様
と
共
に
読

む
聖
書
〔
日
時
〕
２
月
29
日
（
土
）

13
時
半
か
ら
〔
場
所
〕
福
岡
女
子

カ
ル
メ
ル
会
修
道
院
・
テ
レ
サ
の

家 

〔
内
容
〕 

聖
書
講
話 

〔
指
導
〕 

山

下
敦
神
父
（
大
分
教
区
）〔
問
合
せ

先
〕
☎
０
９
０
・
３
９
８
５
・
２

８
５
５
近（
ち
か
）

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

降
り
て
き
て
く
だ
さ
る
神
様
と
と

も
に
働
き
ま
し
ょ
う
。
◆
ホ
ー
ム

レ
ス
の
方
に
手
作
り
の
お
昼
ご
は

ん
毎
週
火
曜
日
10
時
◆
ホ
ー
ム
レ

ス
支
援
炊
出
し
・
夜
回
り
毎
週
金

曜
日
・
調
理
14
時
／
夜
回
り
20
時

◆
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
第
３
土
曜
日
　
13
時

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
M
・
コ
ー
ス
神
父

■
ウ
ル
ス
ラ
祈
り
の
集
い
（
テ
ゼ

の
祈
り
）〔
日
時
〕
３
月
１
日（
日
）

16
時
か
ら
〔
場
所
〕
聖
心
の
ウ
ル

ス
ラ
宣
教
女
修
道
会
福
岡
修
道
院

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
１
２
・

０
０
３
３
Sr.
蔵

 

◆
　
　
　
北

九

州

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
２
月
13
日
（
木
）
14
時
か

ら 

〔
場
所
〕 

小
倉
教
会 

〔
内
容
〕 

ミ

サ
と
茶
話
会
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
４
９
・
２
４
・
９
９
０
５
藤
井

■
小
倉
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕２
月
28
日（
金
）13
時
半
～

15
時〔
場
所
〕小
倉
教
会
信
徒
会
館

2
階 

〔
内
容
〕 「
み
こ
と
ば
を
味
わ

う
」
賛
美
と
感
謝
の
祈
り 

〔
問
合

せ
先
〕☎
０
９
０
・
３
９
８
５
・
５

２
０
９
松
田

 

◆
　
　
　
熊
　
　
本

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
熊
本
祈
り
の

集
い
〔
日
時
〕
毎
週
金
曜
日
10
時
半

～
12
時
〔
場
所
〕
手
取
教
会
信
徒
会

館〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
６
・
３
８

４
・
１
６
９
３
中
川

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
２
月
20
日
（
木
）
10
時
か

ら 

〔
場
所
〕 

手
取
教
会 

〔
内
容
〕 

ミ

サ
と
話
し
合
い
〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
９
６
・
３
６
８
・
２
８
２
５
健

軍
教
会
・
浦
川
神
父

　
日
々
、
主
に
心
を
向
け
て
…
。（
C
）

　『
福
岡
教
区
報
』
２
０
２
０
年

１
月
号
（
第
７
３
７
号
）
の
３
面
、

「
自
由
席
」
の
投
稿
者
の
名
前
の

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま

す
。（
誤
）
太
山
寛
子 

→ 

（
正
）

太
田
寛
子

　
ご
案
内
。
ご
復
活
の
ロ
ー
ソ
ク

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
承
っ
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
・
注
文
は
☎

０
９
２
・
８
０
７
・
７
３
６
１

福岡黙想の家ご案内　1・2 月   2日（日）	 主の奉献　†マテオ山川辰幸（2002年 二日市教会）
  3日（月）	 福者ユスト高山右近殉教者
 	  †A.テムペリーニ（2018年 ロザリオの園）
  4日（火）	 †G.ブレシュト（2019年 御受難修道会）
  5日（水）	 日本26聖人殉教者
  9日（日）	 年間第５主日　
11日（火）	 世界病者の日
	 †ペトロ髙木善行（2015年 久留米信愛女学院短期大学）
12日（水）	 †ラウレンシオ岩永義人（2009年 今村教会）
13日（木）	 †B.ウォード（2019年 御受難修道会）
15日（土）	 福岡地区カトリック女性の会主催学びの会

16日（日）	 年間第６主日　
23日（日）	 年間第７主日
26日（水）	 灰の水曜日（大斎、小斎）　
	 四旬節愛の献金（四旬節中）

【３月】
  1日（日）	 四旬節第１主日
	 教区信徒協主催講演会
  4日（水）	 †E.グリフィン（2014年 手取教会）
  7日（土）	 †ミカエル平田寛（2002年 門司教会）
  8日（日）	 四旬節第２主日
13日（金）	 性虐待被害者のための祈りと償いの日

 2月 1日（土）	 ロザリオの会
　　 8日（土）～ 9日（日）	祈りの講習会（募集中・2面参照）
　　10日（月）～ 11日（火）	聖マリア在俗会
　  10日（月）～ 13日（木）	九州説教セミナー
　  15日（土）～ 16日（日）	JSEC研修
　  17日（月）～ 23日（日）	福岡カトリック神学院叙階準備黙想会
　  29日（土）～ 3月1日（日）　黙想会（募集中・2面参照）
 3月 7日（土）	 ロザリオの会
　   7日（土）～ 8日（日）	講習会「詩編の祈り」（募集中・2面参照）
　　21日（土）～ 22日（日）	講習会「ゆるしの秘跡」（募集中・2面参照）

※お電話またはメールでお問合せください。
＊宗像市名残1056-1　☎ 0940・32・3222   0940・32・3385

  　　　　  Email: f-mokuso@fmokuso.com

年間テーマ：「祈り」最高の神秘体験として

	 　ご聖体の秘跡を戴いてキリストと出会う

日　　　時：2月13日（木）10時 ～ 15時
内　　　容：「キリストに生かされて生きる」

指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：3月12日（木）「キリストとともに死ぬ」

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

真命山諸宗教対話センター　- 祈りの集い -

カテドラルでのゆるしの秘跡
　日　時：2月8日（土）・22日（土）　10時～11時45分
	 3月7日（土）・21日（土）　10時～11時45分
　場　所：カトリック大名町教会小聖堂

四旬節愛の献金（四旬節中）

　教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、キリス

トを信じるすべての人が四旬節の精神をよく理解して、回心

と愛のわざに励むよう呼びかけます。この呼びかけにこたえ

て日本のカトリック教会は、虐げられ、差別され、見捨てら

れ、いのちの危機にさらされている人たちとの共感を大切に

するよう一人ひとりに訴えるとともに、四旬節中の「愛の献

金」を奨励しています。（カトリック中央協議会HPより）

～すべてのいのちを守るため～

『こうのとりのゆりかご』　支援のお願い

　教区本部事務局より標記の件について、各小教区、修
道院、カトリック教育機関にお願いをお送りしております。
　熊本にある慈恵病院はカトリックの愛と献身の精神によ
り、またすべてのいのちを守るという観点から病院内に『こ
うのとりのゆりかご』を 2007 年に開設し、これまでに多く
のいのちを守ってきました。それらの趣旨をご理解いただ
き、またお送りしている「こうのとりのゆりかごだより」を
ご覧いただき、ご支援のご協力をお願いいたします。
　『こうのとりのゆりかご』については下記ホームページで
もご覧いただけます。

http://jikei-hp.or.jp/cradle-of-the-stork1/

日　時：2月15日（土）10 時 ～ 15 時
場　所：カトリック大名町教会
　講演：阿部仲麻呂神父（サレジオ会）
	 　「地球はひとつの家・人類はひとつの家族」
　出前講座：「食品ロス」 その食品、 ほんとうに捨てるの？
問合せ： ☎０９０・１０８４・２９５５ 川原　

2 月 11 日　世界病者の日

「世界病者の日」についての説明を『カトリック教会情報
ハンドブック2020』より、下記に引用いたします。

　聖ヨハネ・パウロ二世教皇は、1984年2月11日（ルルドの

聖母の記念日）に使徒的書簡『サルヴィフィチ・ドローリ

ス―苦しみのキリスト教的意味』を発表し、翌年の2月11

日には、教皇庁医療使徒職委員会（現・保健従事者評議会）

を開設しました。そして1993年からこの日は「世界病者の

日」と定められ、毎年教皇メッセージが発表されています。

　病者がふさわしい援助を受けられるように、また苦し

んでいる人が自らの苦しみの意味を受け止めていくため

の必要な助けを得られるように、カトリックの医療関係

者に対してだけでなく、広く社会一般に訴えていかなけ

ればなりません。医療使徒職組織の設立、ボランティア

活動の支援、医療関係者の倫理的霊的養成、病者や苦し

んでいる人への宗教的な助けなども重要な課題です。

※2020年のメッセージの要約は本紙1面に掲載しています。

講演会 これからどうする
- 教皇フランシスコの呼びかけ -

日　時 ：3 月 1 日（日）14 時 ～ 16 時
場　所：大名町教会
講　師：山元眞神父（小郡・鳥栖教会主任）
主　催：福岡教区信徒使徒職協議会

福岡地区カトリック女性の会主催　講演＆学びの会

どなたでも参加
可／申込不要


